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I 研究の目的

11 研究の背景
平成20年8月に改訂された学習指導要領では I生きる力」の育成を目指し，感性を働か

せながらつくる喜びを味わい，生涯にわたって美術に親しみ，生活や社会に生かしたり，豊

かにしたりする態度を身に付けることが重視された。このような理念を基に，私たちは，子

どもが表現や鑑賞の歩みの中で試行錯誤し，自分らしさを求めていくことが図画工作科のよ

さであると考えている。また，このよさが生きる力を育成するために欠かすことのできない

学習であるととらえている。

昨年度設定した学校教育目標に向けて図画工作科では， I自分の思いや考えを大切にし，造

形活動を通して学び合いながら，自己実現を目指す」役割を担っていると考えている。

そこで，本校では昨年度「表現へのこだわりをはぐくむ言語活動」に重点を置いて研究を

した。「生きる力の育成Jと「自分の思いや考えを大切にjするためには， 言語活動が第一に

必要であると考えたからである。感性を働かせることと共通事項の関係性を明らかにし I感

じる→表す・考える→伝えるj のプロセスを行う対自分と対他者との言語活動が，表現への

こだわりをはぐくむために重要であることを実践を通して検証した。

その結果，次のような成果と課題を得ることができた。(0は成果， ・は課題)

O 発達の段階に応じて言語活動を設定することで，系統的なつながりを意識して指導す

ることができ，表現へのこだわりをはぐくむ子どもが多く見られるようになった。

. 表現へのこだわりをはぐくむことができない子どもがいたので，言語活動を充実させ

るとともに，様々な領域や言語活動以外の視点からも検証していく必要がある。

12 研究の方向
研究の背景を踏まえ，学校教育目標に向け自己実現を目指す子どもを育てるために，これ

まで以上に表現へのこだわりをはぐくむことが大切だと考えている。表現へのこだわりは，

他者との学び合いを通して，自分自身の考えと照らし合わせながら生まれるものであるとと

らえている。

昨年度の研究から表現へのこだわりがはぐくまれていない子どもの様子を見ると，見るポ

イントとイメージとが十分関係付けられていない状況が明らかになった。

例えば，子どもが，楽しく遊んでいる様子を絵に表し，自分と友達を重ねてかくことで 「奥

行きが感じられるようになったj と子どもが感じたとする。作品のできばえがよかったとし

ても，このような子どもは，本当に自分の表したい様子を表せたと言えるだろうか。「どんな

気持ちで遊んでいるのかJIどんなことを話し合っているのかJI自分と友達を重ねた時と重

ねない時の感じ方はどう違うのか」など考えながら，自分のイメージをもつことで， 二人の

重ね方や互いの向き，位置などを決めることができるのではないか。作品のできばえよりも，

自分のイメージと照らし合わせた表現が大切であり，そのことが表現へのこだわりをはぐく

むことにつながると考えた。

そこで，表現へのこだわりをはぐくむ子どもを育成するために，基本的な考え方をもって

カリキュラムを創造し，内容や方法を検討していく必要があると考えた。

以上のことを踏まえ，本年度の研究主題及び副題を次のように設定した。

表現へのこだわりをはぐくむ子どもの育成
~見るポイントとイメージを関係付け，互いに高め合う図画工作科カリキュラムの創造~
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E 研究内容

!1 表現へのこだわりをはぐくむ子どもとは
表現へのこだわりをはぐくむ子どもを次のようにとらえた。

感性を働かせながら，見るポイントとイメージを関係付け，互いに高め合い，それを自覚
し持ち続け表現し続ける子ども(図 1) 

感性は，子どもが感覚を通して材料や行為など

からよさや美しさを感じとる働きがあり，表現や

鑑賞をしていくための基盤となるものである。「見

るポイントとイメージを関係付けるJとは，形や

色などを基に自分のイメージをもつことである。

同じ形や色であっても，子ども一人一人がもっイ

メージは様々である。無造作にちぎった紙の形か

ら，キリンの顔と首をイメージする子どももいれ

ば，長靴をイメージする子どももいる。大事なこ

とは，友達と自分のイメージと比べるなどしなが

ら，自分なりのイメージをもつことである。「互

いに高め合う 」とは，関係付けられた見るポイン

【図1 目指す子ども像】 トとイメージが，友達との学び合いや体験などの

活動を通して，発展していくことである。「自覚し持ち続け表現し続けるJとは，互いに高ま

り合った見るポイントとイメージを生かして，試行錯誤しながら表現することである。また，

見るポイントとイメージを関係付け，互いに高まり合う際，子どもはそれまでの知識や技能を

生かし，思考を働かせながら表現の意欲を高めていることになる。

つまり ，表現へのこだわりをはぐくむ子どもは，見るポイ ントとイメージを関係付け，互い

に高め合いながら表現する喜びを味わい，三つの資質 ・能力 u関心 ・意欲，態度JI発想 ・構
想，鑑賞の能力JI知識 ・理解，技能J)をバランスよく身に付けている子どもである。このよ

うな子どもを育成することは，図 2のように学校教育目標(夢や目標をもち，共にみがき高め

合う子どもの育成)の具現化につながると考える。表現へのこだわりの 「自覚し持ち続け表現

し続ける」は，学校教育目標の「夢や目標をもっ」と関連がある。なぜなら，自己実現に向け

表現し続けることは，子どもが自分の表現をしていくための原動力となり，なりたい自分その

ものであるからである。また，同じように「感性を働かせながら，見るポイントとイメージを

関係付け，互いに高め合う」は I共にみがき高め合う」と関連がある。なぜなら，子どもは

五感などを通して，形や色などをとらえ，学び合いの中で自分なりのイメージをもつようにな

るからである。そして，このような子どもが，豊かな情操を養い，生きる力を身に付けていく

と考える。

Jτ妄教育目標 h ~ 表現へのこだわりをはぐくむ子ども

|夢や目標をもち ト斗 有 甘感性を働かせながら，見るポイン トとイメージを関係付け，1iいlこ高め合う l
|共にみがき高め合うιJ4-1自覚し持ち続け表現し続ける |

【図2 目指す子ども像と学校教育目標の関連】
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12 見るポイントとイメージを関係付け，互いに高め合う図画工作科カリキユラムの創造の基本的な考え方 l
「見るポイントとイメージを関係付け，互いに高め合うJとは，見るポイントをたくさん見

つけたり，意図的に生かしたりしながら，具体的に思い描く像や自分の行為などイメージをも

つことである。反対にイメージを基に，見るポイントをたくさん見つけたり，意図的に生かし

たりすることもある。なぜなら，この二つは一体的であったり，相互に行き来したりすること

で互いに高め合う関係にあるからである。どちらか一方が単独で存在するものではなく，常に

相互に関連し合うことでそれぞれが高まっていくと考える。

例えば 2年生は，新聞紙を細長く切ったものを並べつなげる活動の中で，細長い形から道

路のイメージをもっ。さらにどんどんつなげてし、く仁枝分かれした道路の形から道路の周り

に広がる町をイメージする。この活動では，つなげる行為を通して細長い形がもっ面白さをと

らえ，道路，町とイメージが膨らみ，それと同時に道路の形も長い，短い，曲がったなど，造

形的により高次なものへと発展していく様子が見られる。

もう一つ例を挙げると 4年生は，のこぎりで切ったときの音や感触を感じながら，切った

形を基に，表したい作品の具体的なイメージをもっ。この活動では，子どもが様々な感覚を通

して材料や用具とふれあい，自分なりのイメージをもっ様子が見られる。

上記の例のような状態が，見るポイントとイメージを関係付け，互いに高まった状態である。

そこで， 三つの資質 ・能力がバランスよく身に付き，表現へのこだわりをはぐくめるように，

見るポイントとイメージを関係付け，互いに高め合うカリキュラムを構想し実践する。昨年度

の課題を基に， 目指す子ども像を具現化するために，次のようなカリキュラム創造の視点を設

定した。

(1) 枠組みを見直す視点

O 「習得，活用，探究Jの関係性を考慮した題材配列

「習得，活用，探究」は，知識 ・技能を習得したり，思考力 ・判断力 ・表現力を育成

したりするために設定する。その際，発達の段階や二学期制の特徴である長期休業など

を生かした題材配列を考える。

(2) 内容を見直す視点

O 「見るポイントとイメージを関係付け，互いに高め合うJ学習内容の設定

本校で設定している「見るポイントJと「イメージ」は，改訂で新設された 「共通事

項」と同じ内容であり，表現と鑑賞の活動の中で全ての資質 ・能力を働かせる具体的な

手がかりとなるものである。カリキュラムを創造していく上でベースになるものである。

O 発達の段階に応じた「独立鑑賞」の設定

「独立鑑賞」は， 一人一人の見方，感じ方を深めるために設定する。培いたい資質 ・

能力を明らかにして，各学年にこの活動を設定することで，鑑賞と表現の充実を図るこ

とができると考える。よって，独立鑑賞の題材を軸に他の表現の題材の配列を考える。

O 興味をもち，造形的な価値のある「対象物Jの設定

「対象物j は，子どもが意欲を喚起するものであり，題材の価値が盛り込まれている

ものである。培いたい資質 ・能力を明確にし，対象物を見直す。

O 発達の段階の応じた「材料，用具，場所」

「材料，用具，場所」は，図画工作科において，直接働きかける対象として大切な視

点である。発達の段階を踏まえ，適切に設定していく o

Q
d
 

Q
d
 



図 4

O 「クロッキータイム」による授業や写生会の充実

授業や写生会を充実させるために，内容と関連付けて，朝の活動にクロッキータイム

を設定する。

O 表現へのこだわりをはぐくむための「鑑賞の場 (eスペース)Jの設定

次の学習や生活の場に生かせるようにするために，学習の中でつくった作品や作家の

作品を展示する場を設ける。

(3) 方法を見直す視点

O 表現へのこだわりをはぐくむための「言語活動」の設定

「言語活動」は，表現と鑑賞の領域において，内容を充実させるために設定する。特

に見るポイントとイメージを関係付け，互いに高め合う際に大切な活動であると考える。

O 表現へのこだわりをはぐくむための「体験活動」の設定

「体験活動Jも言語活動と同様に 見るポイントとイメージを関係付け，互いに高め

合う際に大切な活動であると考える。見る，触る，嘆ぐ，聞くなどの人聞がもっ感覚を

使って体験することで，充実した製作になったり，作品や材料などのよさ気付いたりす

ることができると考える。

13見るポイントとイメージを関係付け，互いに高め合う図画工作科カリキュラムの全体構想l
カリキュラム創造の視点を基に，カリキュラムの全体構想を図 3のように構想した。

【図3 r見るポイントとイメージを関係付け，互いに高め合う図画工作科のカリキュラムJの全体構想】
「習得，活用，探究」は，例えば，空き箱を並べたり，積んだりすると形がどんどん変わる

経験(2年生)を基に，木片も並べたり，積んだりすることで同じように形が変わる学習 (4年

生)へと生かすことなどが考えられる。また r探究的な活動」も設定できると考える。例え
ば，ポスター製作で伝えたいテーマを設定し，表現方法を選択していくなどである。(図4)
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【図 4 習得，活用，探究の例】

「見るポイン トとイメージ」については，子どもが感覚や行為を通して見るポイントとイメ

ージをとらえ，関係付け互いに高め合うことのできる内容を設定する。発達の段階に応じて形

や色などを五感を通してとらえ，それを基にどんな感じがするかを話し合うことで自分のイメ

ージをもつことができる。

「独立鑑賞」については，低学年では，身近な材料や作品を見たり，触ったりする活動を通

して，形や色などをとらえ自分のイメージをもてる内容を配列する。中学年では，身近な美術

作品などを基に，自分の見方や感じ方について考えたり，話し合ったりし，形や色などと自分

のイメージを関係付けられる内容を配列する。高学年では，親しみのある美術作品や暮らしの

中の作品などを基に，自分の見方や感じ方と作品に対する社会の評価とを関連付け，形や色な

どを根拠に自分のイメージをもてる内容を配列する。

「対象物jについては，子どもの興味と造形的な価値を基に，発達の段階に応じて設定する。

例えば，低学年は，動物などの生き物に対して興味をもっ特性がある。また動物は，線描で表

すと曲がった線や短い線など，低学年にとって身に付けさせたい造形的な要素が多く含まれて

いる。このようなことを踏まえて「対象物」を設定していく 。

「材料，用具，場所」については，本校の児童の実態や学習環境，新学習指導要領の内容を

基に発達の段階を考慮して設定する。

「言語活動」については，昨年度重点的に研究し，作品について見るポイントを基に，理由

付けて説明することで表現へのこだわりをはぐくむことができた。また，図画工作科は感覚的

なものの見方や感じ方を大切にするので，全てが整理され言語化されるものではないととらえ

ている。一人一人の見方や感じ方を大切にするため，はっきりと言葉にならない世界があるか

らである。子どもが発する「ふわふわした感じ」といった暖昧さや体を使って表現するような

行為も言語活動であるととらえている。昨年度の研究をまとめたものが図5と図6である。

本枝図面工作棋の書置活動

f感じるJ-f嚢す・考える』吋『伝えるJ

↑ l 

PISA型読解力においての言語活動

「入力」 → 「思考」→ 「出力 J

1 
【図 5 言語活動のプロセス】
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図-6

対自分(作品)(2年「動物の親子J(立体)) 対他者

音楽にのっ
ている様子が
分かるように，
休や手にもっ
と動きをつけ
たらいい感じ
になるんじゃ
ない。

[5年 12031年の私J(立体))

【図6 対自分 (作品)，対他者との言語活動】

「体験活動」については，一枚の絵を「見る」行為だけでなく「この絵の感じからどんなに

おいがしてきそうかJrこの絵の人物は何をしているだろうか。同じポーズをとって考えみよ
うJなどの活動が考えられる。この活動では，五感を通して作品と触れ合うことが大切である。

なぜなら，子どもは視覚などに偏って作品を見ていなし1からである。常に子どもは体全体で作

品を感じ取り，自分のイメージをっくり出している。また，体験活動は事前と事後の活動が充

実することで経験となり，充実した表現へとつながる。さらに，言語活動と一体化することで，

体験で得たことを学び合ったり，知識を得たりすることができると考える。例えば， 美術館へ

鑑賞の学習に行く前に r作品の見方」や 「美術館のよさ」など事前に指導する。鑑賞後に，
事前指導で指導した「作品の見方」で作品を見たときにどのような感じを受けたかなどの事後

指導をし，経験へとつなげる。例えば，図 7のような活動も考えられる。

視点

低学年

中学年

高学年

彫刻万はそれぞ
れどんな違いがあ
るのかな。安全に
気を付けて使って
みよう。

それぞ、れ彫っ
た感じが違うな。
少し傾けると彫
りやすいみたい
だ。

丸万は三角万よ
りやわらかい感じ
がしたよ。傾ける
と使いやすかった
よ。

経験

それぞれの彫
刻万の違いが分
かった。自分の
力にあった傾け
方も分かったぞ。

【図 7 事前，事後指導を取り入れた体験活動例 r4年心の中の宝もの 黒と白でJ (絵)】

さらに，発達の段階に応じて具体化していくため，表 1のように視点を設定した。

【表 1 発達の段階に応じたカリキュラム創造の視点】

里~~空1;三kトとL~イ~.~メtー~ジ怠がζ聞u係~.. 付T三い!て?竺，で互三い士?に')1聖高士ま哩る空fこtと"" 習得活用問究 独立鑑賞 対象物 言語，舌動 体験，舌動 材料。場所。用具 ヲロッキ $1イム
鑑賞の場

見るポイン (eスペース)

大小I 長短大まかな形，感覚や行動と一体になって 培いたい資 形や色を 友だちと逃 対自分との冨 自己とのかかわ 土粘土木紙 1本の線でかし 侵業や休業
直線と曲線中心とまわり イメータをもっ.直略的で変 質・能力を明 基に別な んだこと 語活動。 り(適切な材料 ヴレヨン I~ス 大きく思い切って 中に製作し
の関係，たくさんの色， 化に富む.oや色との腿係 らかにしたよ ものに見 動物 形や色などの や場所を考えた はさみのり簡単 かし ときには詳し た作品を展
きれいな色など を一体的問鍵える. で習得・，舌 立てる. 乗り物など 感じに気付く。 り材料を操作し な小刀類 〈治、<. 示する.

用・傑究の関 たりする)

通量ー不編偏i三説盃詠モ樋吾通~H:"Jï6米活不通長"<~"" 係を明らかに
Iu見つけ.自分自'とー体になったイメージをもって寝 する.

現する.

重なり.中心とまわりのパ 経園量や置置し合いなどを轟に 形や色を 建物 対友i童を重視し 自己と身の回り 木切れ板材釘 1本の線でかし
ランス.商事や色から受ける 自分のイメージをもっ.理ーや 基に作品 見つけた友 た言語活動。 とのかかわり(経 水影絵の具小 大きく思い切って
感じ混色色の明g音量 色と関係付けて具体的に提 の感じを だちのよさ 様々な形や色 験を基に材料や 万 使いやすい かし ときには詳し
色怠ど える. 提える。 行ってみた などの違いが 場所を考えたり のこぎり金づち 〈か<.太い線・細

い世界など 分かる。 材料を操作した い線でかし速い

沿誠主戸遍h房副主l通ii忌iëモ誕事長H♀'~"~i長五之丞v;."，昆" "" 感じたよさを理 りする) 遅いを使い分けて

つけたり.図的に生かしたりし.イメージと関係付けて 由付けする。 か<.

護軍Eする.
奥行き動音。材質感の 室帽を寵銅したり.情債を思 形や色を 日常生活 対友達.社会を 自己と社会との 針金 1本の線でかし
違い.色の鮮やかさなど い衝いたりしてイメージをも 基に作 の一場面 重視した言舘 かかわり (自分 糸のこぎり 大きく思い切って

つ.さらに"I置し合いなどを 者の思い 未来の自 活動。 の考えを明らか かく。細かいところ
&/::*，慶喜世帯『しいイメー...:.; を考えた 分など にしながら身近 まで群し〈かく。速
をもっ.oや色との関係費. り。伝統 な文化と親しむ) い遅いを使い分け
極圏島を週島民健える. 文化に観 ※中学年の内容 てかく。陰をつけ

治涌i~再編偏øtii・蚕溢iëi': "j雇峯米諸.:;ド峯定ど善弘通"" しんだり も含む. る。手首や腕を

つけたり窓園前に生かしたりし.厳しいイメ-'...;をつ〈り する. 使ってきれいな直

だして寝寓する. 線と曲線を意識し

」ー一一
てかし
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図-7

14 見るポイントとイメージを関係付け，互いに高め合う図面工作科カリキュラムの具体化 l
右枠内のような手順でカリキュラム |①培いたい資質能力を明らかにし，各学年に独立鑑賞を設定する。

-'-- 山 |② 設定した独立鑑賞を基に，他の題材等を設定する。
を創造する。 下の図 8は独斗鑑負を基 |③設定した内容を基に，言語活動と体験活動を設定する。
に資質・能力がどのように生かされて |④子どもの姿を基に，内容と方法を評価・改善する。

いるかを示した図である。図中の ‘ーは発想 ・構想、の能力，‘ー は鑑賞の能力， ‘ー は知識 ・理

解，技能が活用されている様子を表している。

1年造形遊び

わってこすって

んでも昆虫博物館』
ボトルキャップなどで昆虫をつ
くり，昆虫ガイドカード、をつくる。

日てドレ

絵
一感
』

一

'
天
子

年
一て
四

6
一
つ
の
切
本

『思いをこめてハートをキャッチ』
ポスター製作の途中でポスター
の秘密をゲストティーチャーに学
び，自分のポスターを見直す。

6年】 可V
『すごいぞ !日本の浮世絵』
浮世絵と油絵の同じ構図の作品
を比較鑑賞し，互いのよさや油絵
に影響を与えた浮世絵を知る。

【図8 独立鑑賞を基に生かされる資質・能力】
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第5学年における題材配列について，資質 ・能力を明らかにし，見るポイントとイメージなど

を基に考えた。三学期制で配列していたものと新たに二学期制で配列したものとを以下に示し，

配列し直した理由を述べる。

【第5学年年間指導計画三学期制の場合】

，当， 1 Ib恒 l

副題材名 lZ|時数
.くねくねアート |造

実体験!美術館鑑賞 |鑑

心に残ること(写生会絵

夢を映して |工

図-8
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夏季休業

つくって楽しむザ・絵巻物

21でこぼこ広場に絵の具が走る
12031年になったら

夢の鏡

冬季休業

31世界で一つのジグザグ00 10 工

【ニ学期制を生かした取組】
題材「夢の鏡」は自分の将来
像を木版画に表す
題材である 。夏季
休業中に，自分の
将来像について考
える機会を設ける
ことで，表現が充
実すると考える 。

【資質・能力の系統性を考慮した
独立鑑賞(つくって楽しむザ
・絵巻物)で社会の娯楽を目的
とした絵巻物を鑑賞し，形や色
から自分のイメージをもち，目
的に応じて発想 ・構想すること
の大切さを経験する。その経験
を生かして，次の題材では目的
意識が重要なポスター製作(題
材名「思いを込めてハートをキャッチJ) をする。
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クロッキータイム (5年生)年間計画

月 内容 関連する題材

4 割りばしベンを使って靴をかく 。 心に残ること(写生会)

9 友達の顔

l マイマーク 思いを込めてハートをキャッチ

3 花(一人一鉢で育てた花) 【活動の様子】

eスペース展示内容年間計画

月 踊り場展示 パネノレ展示

4 くねくねアート クロッキータイムでかいた靴

6 心に残ること(写生会)

9 夏季休業中の作品 夏期休業中の作品

11 夢の鏡

2031年になったら

3 思いを込めてハートをキャッチ
【「心lこ残ること」の展示の様子}
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図-9

E 研究の実際
11 研究の立場
鑑賞領域の題材を軸にしたカリキュラム編成を実施し，鑑賞題材を実践することで，系統

的な鑑賞題材の内容設定の妥当性と鑑賞以外の領域のつながりの可能性について検証してい

く。今回は，第3学年の鑑賞の題材 「見えた !聞こえた !形と色のこんな感じ」を，表2のよ

うに実践した。(1習Jは習得 I活j は活用を表す。中央の矢印は， 習得から活用へのつなが

りを表す。)
【表2 カリキュラム創造の視点を基にした年間指導計画 (第3学年)】

月
題材名

領域
題材の内容 資質・能力

※ Oは時数 ~見るポイントとイメージの関連性~
対象物 言語活動 体験活動 用異

ヲロ・ノキー

鑑貨発想傭想 知妓 ヲイム

春季休業

音のイメージを色や形で表して，その
音 音からイ井~;した 音のイメジを 絵の具 害IJりlまし

見えた!聞こえた! 自分なりの表現を見表した作品が合

形と色のこんtj.感じ③ 鑑賞
作品が合う椙所を選ぴ.作品を段置して • カラーペン ペンで人

4 鑑賞する。
るポイントを基に鋭明 う場所に段置す 物をかこ
し合う. る。 う(害1Jり1<1:

ふしぎふしぎ 造形
絵の更を用いて様々な技法を試み，自

習A
終末で，試した 混色や重色な 絵の具 しペンの

絵の具の世界③ 遊び
分のイメージに合った妓j去を意図的に • 技法の感じにつし、ど，様々な技法 技能)

彩色する。 て，話し合う。 を試みる。

見つけた町の
中心と周りの関係をイメージしながら， 、v建物 仕上げの段階 建物や木など 割りばしベン

5 
風景⑥ 絵

重なりのある構図を線錯しより自分の で主題が明確 の紙のパーツを 絵の具

(写生会)
イメージに近づくように混色や重色など 活A か」などの視点で 操作して，重なり

ト一一 彩色を工夫しながら，絵に表す。 鑑賞し話し合う。 のよさに気付く。

6 布の変身④
造形 布の材質を感じながら，イメージしたも 習A 習B

終末で布でつ〈ったも 布で形づくったり.組

遊ぴ のを立体的に表現する。 • • のを紹介する. ♂歩合わせたする方法iこはさみ
気付く。 後着剤

ト一一 形や色を基l、自分なりの車をイメージ
車 終末でl 互いの 仕組みができ はさみ

風パワー全開⑧ 工作 し，風受けや車軸など。動〈仕組みを工
車を実際に走らせ た段階で試走さ のり

7 夫しながら，風で動く車を製作する。
て.感想を交流す せ，よさや課題 接着剤
る。 1=気付く。

トー

夏季休業

8 lo 

トー 見つけた 1血亘I血T" 
身の回りのものを形や色などから蹟に見立て。 • 顔 終末で，見つけ 目のパツを持って。はさみ

もう一つの顔② 遊び
自分のイメージに近づくように，自のパーツなどを

活A
た顔を紹介し合 校向の顔になりそうな 力ラーベン

とりつけて鑑賞する。 つ。
場所に設置する. デジヲルカメラ

9 紙コップを加工してできたふしぎな形
、， 不思 終末で。どんな宇宙 紙コップを積極 はさみ よ〈見て靴を

集まれ!ふしぎな
工作 から いたらいいな」と思う宇宙生物を

習B • 識な 生物なのかI 見るポ 的に加工しI 形が変 のり かこう(詳しく

うちゅう生物⑧
イメージしながら，製作する。

，舌B 宇宙 イントで理由付けしな わる菌白さを味わ 観察してかく

トーー 生物 がらI 紹介し合う。 つ。 筏能)

10 
秋季休業 1 

動物 構想の段階で，どう いろいろな材料 はさみ

ト一一 動物といっしょに
自分が好きな動物と一緒にいるイメー と すれば自分のイメージの版のあとをク のり

絵 ジに合うように，様々な紙材の特徴を生
習C 習C 自分 に近づくかI よさやアド

⑧ • イズ形式で知 接着剤

11 
かして，紙版に表す。

パイスを交流し合う。 り，実際に刷って

試す。
絵の具

トー 自分が好きな動物と一緒に冒険をして v -
、v動物 終末に，どんな 動物と私の組合せ 粘土ベら

動物とわたしの • と 様子を表現したの を何度も試みなが 粘土ぞうき立体 いる様子をイメージしながら，形，動き
ぽうけん④

活C
活C
自分 か紹介し，感想を ら1 イメージに合わ

12 バランスを工夫しながら，立体に表す。
ん

交流し合うロ せていく。

ト一一 冬季休業

身の回りの材料の形や色，質感など 導入段階で，材料の 様々えよ材料に出合わ はさみ マイマーク

かいfこり |まっTニ~)
絵
の特徴から，絵に表したいものを思いつ

感想を交流し材料 せ1毘るポイントを基 のり (線や形の

ふしぎな絵⑥ き自分のイメージに合うように絵に表
の特徴への理解を深 lこ鑑賞l.-.それぞれの 接着剤 組合せの発

ト一一 す。
める。 よさに気付く。 想)

2 ~ 
夢の つくった建物を ベットボトルを積極的 のり よく見て

ト一一
ペットボトルの特徴を理解し，リサイク 建物 並べて町に見立 l こ加工しはさみの習 後着~j 花をかこ

3年O組 ルパサミを使って加工し，形が変わった
工作 • て，町を行き交い 熟を図り多織な発想 l Jサイクル う(詳しく

ゆめの町⑧ 様子からイメージを膨らませ あったら 活B なが、ー流し互 を引き出せるようにす

3 いいな」と思う建物をつくる。
b父 る まさみ 観察して
し、の作品のよさを かく妓能)

1. 味わう。

春季休業
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図-]0

(2 実践結果と考察 第3学年「見えた!聞こえた!形と色のこ~んな感じ」

(1) 実践に当たって

中学年の子ども像とカリキュラム創造の視点を基に実践題材における授業づくりのポイ

ントと目指す子ども像を設定して実践する。そして，見るポイン トを増やしていったり，

見るポイントと関係付けてイメージをさらに広げていったりする姿を見取ることで，見るポ

イントとイメージの互いの高まり合いが表現のこだわりにつながることについて検証して

いく 。

【中学年の子ども像】

材料や場所のよさを活用して，見るポイン トをたくさん見つけたり意図的に生かし
たりし，イメージと関連付けて表現する子ども

【中学年のカリキュラム創造の視点】

見るポイン ト イメージ 独立鑑賞 対象物 言語活動 体験活動 用具

重なり，中心と周 経験や話し合いな 形や色を基に作品 -建物 対友達を重視した 自己と身の回り 木切れ，板材，
りのバランス，形 どを基に，形や色 のJ惑じを:tJtえる。 -見つけた友達の 言語活動。様々な とのかかわり 金T，水彩絵の
や色から受ける感 と関係付けて具体 よさ 形や色などの違い (経験を基に材 具， 小刀， 使い
じ，色の明暗昆 的な自分のイメー -行ってみたい|並が分かる。感じた 料や場所を考え やすいのこぎ
色，重色など ジをもっ。 界 よさを理由付けす たり材料を操作 り，金づちなど

る。 したりする)

【実践題材】 三 4二二ユ戸
3年 鑑賞『見えた!聞こえた!形と色のこ~んな感じ~ (全3時間)
この題材は，擬音語や擬態語を色や形で表した絵本の鑑賞を基に，自分の選んだ音

を表す言葉のもつ感じを形や色で表現し，実際にできた表現をその音が感じられる校

内の場所を選んでそこに置き，言葉の感じを形と色からイメ ージして鑑賞する学習で

ある。

【本実践題材における各視点に沿った授業づくりのポイント】

見るポイント イメージ 独立鑑賞 対象物 言語活動 体験活動 用具

形や色から受ける 経験や話し合いな 形や色や場所の組 -音(言葉) 形や色と音の感 自分の表現を選 色鉛筆，はさ
感じ，組合せ，場どを基に形や色と 合せから音の感じ じを照らし合わ んだ場に設置し み，セロハン
所など 関係付けて具体的 と作品を照らし合 せて，活動のよ てみて鑑賞す テープ

な自分のイメージ わせたり見る。 さを理由付けし る。
をもっ。 ながら友達と対

話する。

【本題材で目指す子ども像】

形や色で音の感じを表現できることに気付き，見るポイン トをたくさん見つけたり
意図的に生かしたりして，音(文字)からのイメージと関連付けてを絵に表現したり，
鑑賞したりする子ども

(2) 実践の内容

| 導入 | 参考作品(絵本の挿絵)を見て，音を [参考作品]絵本「もけらもけらJ等元永定正

表した形と色の絵であることを知る。
緑色だから草かな。
(色)
ガ';lゴ ト階段だな。
(形)
丸い玉が転がっているの
かな。(形)

¥¥---------

co 
nu --
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音を表す言葉を選び，形と色で表す。(見るポイント)
|展開|

イメージ 一 一
「りんりんJはやさ
しそうな感じの音色
だから，形は波みた
し、にしよう。

と
出
る
が
ぬ
じ
く
感

。

淡
い
な

'し
だ

は
さ
う

色
や
そ
①
 

|体験活動|表した形や色の絵が合う場所を選び， 実際に

塾壁主主鑑賞する。lztzr落ちた音の

水
音

。

号
、
l
h

t
ふ
H
N
e
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方
だ

た
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う

つ
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そ
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|終末|音の感じと色と形の表現，場所を照らし合わせて互いの表現を鑑賞する。

差3Ð 1 害かおイメージ I~、 r[UQ)I品目53柁 〕

工作『でこぼこ広場に季節をこめて(壁掛けレリーフH(全5時間)

3年生の鑑賞の学習で，音の
感じを形と色で表しましたね。

形や色だけでなく ，でこぼこの
加えて季節の感じを表してみよう。

(3) 考察

自分の選んだ言葉からイメージした感じを形や色で抽象的に表す経験を，これまでし

ていないことから，題材内容そのものが新鮮なものとなっていた。

また，つくった表現を友達と話し合いながら設営する場所を選ぶ場面では，形や色だ

けでなく，場所の組み合わせも考えることで見るポイントを広げたり深めたりしてイメ

ージすることにつながっていた。

そして，設置した作品を鑑賞する場

面では，同じ言葉でも自分と友達とで

は，感じ方やイメージに違いがあり，

形と色で表された表現にも違いがあり

自分なりの表現ができることに気付く

ことができた。

. 自分の作品 をか i!勺て量 貸する場 所

・M L認さH オル々、γ(-z，..'-l\~) ] 
的 作 を ー ，てーみた植民一l¥

:泳三三:日L.ιfhlhどがj子示品副;:;，t，ii7i.:'必従長~とが去三日記
.\， ?~-ø.: .~. "- : .ιででー さきー.7::.<> .

- 友 遣 の 作品 をかぎって置貸する 副 所

D併ピ〈在λytて円寄付'IJjLVo_ 山/ ] 
・ 友遣の作品を置貧 してみた岨甜 ι

::F~: ~~:fJ1: :(f:長i哩:局Z沼釘似- ;1'-，-，孟抑)削除ニUヲ花子一
ーを: :?Lt;;~>:äXq; τ: 1:< 雪:~~?.h尽;さき'F.!i一 一ヲ t<~: : :::::::: :二二二

『ぴ一つ』の音から感じた「なめらかなJや「やさしい」感

じを，線で表しオルガンに設置した。友達は同じ『ぴ一つ』を

消毒剤のノズルに付けることで勢いがある」感じであると

ヴ

inU
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IV 研究の成果と課題

[1 研究の成果

O 表現へのこだわりをはぐくむために，見るポイントとイメージを中心としてカリキュラム

を創造することで，年間指導計画やクロッキータイム年間計画などを作成することができ

た。

O 培いたい資質 ・能力を明らかにし，視点をもってカリキュラムを創造することで，表現へ

のこだわりをはぐくむ子どもがでてきた。

O 二学期制の導入により，長期休業中に次の題材を見越した活動を設定することができた。

12 研究の課題 l 
O カリキュラム創造の視点である「伝統文化に関する教育の充実」についても，来年度検

討していく必要がある。

O 自分のイメージが暖昧なまま表現する子どもがいるので，カリキュラムの妥当性を p

DCAのサイクノレで見直し，充実を図る。
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